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　広島ユネスコ協会は、
1973年に設立。世界遺
産や寺子屋運動の推進に
協力し、ユネスコ活動奨
励賞の授賞や韓国・大邱
広域市との交流、平和の
鐘事業などを行っていま
す。

内
で
買
い
物
に
出
か
け
ま
し
た
。

　

午
後
六
時
、
広
島
市
文
化
交

流
会
館
で
行
わ
れ
た
、
第
₄
次

姉
妹
協
会
提
携
調
印
式
で
は
、

立
会
人
に
駐
広
島
大
韓
民
国
領

事　

李
永
煥
様
と
、
広
島
県
日

韓
親
善
協
会
専
務

理
事　

玉
木
實
様

を
迎
え
て
、
韓
国

ユ
ネ
ス
コ
大
邱
協

会
の
南
相
杰
会
長

と
北
川
会
長
の
両

者
が
提
携
調
印
文

書
に
署
名
し
、
文

書
を
交
換
し
ま
し

た
。

　

記
念
パ
ー
テ
ィ

ー
に
は
六
十
三
名

の
出
席
者
が
あ
り

ま
し
た
。
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
は
大

邱
広
域
市
出
身
の

音
楽
家　

車
景
實

さ
ん
を
お
迎
え
し
、

ま
た
二
〇
一
〇
年
、
大
邱
市
を

親
善
慰
問
公
演
さ
れ
た
広
島
童

謡
愛
好
会
の
メ
ン
バ
ー
に
、
日

韓
の
歌
を
演
奏
披
露
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
各
テ
ー
ブ
ル
で

交
流
が
行
わ
れ
、
最
後
に
は
出

席
者
全
員
が
輪
に
な
っ
て
、
ア

リ
ラ
ン
を
合
唱
し
日
韓
の
絆
を

深
め
ま
し
た
。　
（
₂
ペ
ー
ジ
へ
）

　

10
月
20
日
午
前
十
時
半
、
韓

国
ユ
ネ
ス
コ
大

邱
協
会
友
好
訪

問
団
（
団
長　

南

相
杰
会
長
）
を

は
じ
め
九
名
を
、

北
川
会
長
な
ど

数
名
が
歓
迎
幕

で
お
迎
え
し
、

再
会
を
喜
び
あ

い
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
広

島
城
を
見
学
し

て
、
お
好
み
焼

き
交
流
を
し
な

が
ら
、
楽
し
く

い
た
だ
き
ま
し

た
。
縮
景
園
で

日
本
庭
園
の
美

し
さ
を
観
賞
後
、
会
員
達
の
案

　

広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
は
、
来

年
度
、
設
立
四
十
周
年
を
迎
え

る
。
こ
の
た
め
、
去
る
七
月
、

正
副
会
長
、
部
会
長
な
ど
で
構

成
す
る
実
行
委
員
会
を
設
置
し
、

来
年
度
事
業
計
画
に
組
み
込
む

べ
く
協
議
を
開
始
し
た
。

　

現
在
、
記
念
誌
の
発
行
、
記

念
式
典
と
祝
賀
会
の
実
施
、
来

年
度
当
協
会
が
受
け
持
つ
中
国

ブ
ロ
ッ
ク
ユ
ネ
ス
コ
研
究
大
会

で
の
、
当
協
会
ユ
ネ
ス
コ
活
動

奨
励
賞
事
業
の
成
果
発
信
な
ど

を
候
補
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

  
詳
細
に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
。

　
　
　
（
副
会
長　

古
田
碩
永
）

「
40
周
年
事
業
」
へ
協
議
を
開
始

広
島
市
と

大
邱
広
域
市

友好と国際理解深め、
平和と信頼の絆さらに�

― 2000年に初提携―

協定書を交わす南会長（中央左）と北川会長（同右）

ユ
ネ
ス
コ
協
会
が
第
４
次

協
定

ユ
ネ
ス
コ
協
会
が
第
４
次

協
定
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二
十
一
日
午
前
中
、
広
島
平

和
記
念
公
園
を
訪
問
し
て
、
資

料
館
見
学
後
、
韓
国
人
原
爆
犠

牲
者
慰
霊
碑
に
献
花
、
平
和
へ

の
誓
い
を
新
た
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
、
宮
島
訪
問
。
こ
こ
で

は
宮
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会　

井
口

健
会
長
の
案
内
で
、
厳
島
神
社

を
拝
殿
し
て
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界

文
化
遺
産
を
観
光
さ
れ
ま
し

た
。
午
後
六
時
、
広
島
ユ
ネ
ス

コ
協
会
北
川
会
長
、
木
村
副
会

長
な
ど
が
招
か
れ
て
、
答
礼
夕

食
会
が
あ
り
、
南
相
杰
会
長
か

ら
来
年
五
月
大
邱
市
で
開
催
さ

れ
る
韓
国
ユ
ネ
ス
コ
協
会
全
国

大
会
に
、
多
数
参
加
し
て
ほ
し

い
と
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

二
十
二
日
午
前
十
時
、
ア
ス

テ
ル
プ
ラ
ザ
を
出
発
し
て
、
神

楽
門
前
湯
治
村
（
安
芸
高
田
市
）

を
訪
問
。
政
岡
峰
子
会
員
の
お

世
話
で
、
一
四
〇
〇
年
の
歴
史

を
誇
る
高
林
坊
（
お
寺
）
に
招

か
れ
、
羊
羹
と
抹
茶
を
い
た
だ

き
、
美
し
い
庭
園
を
観
賞
。
そ

の
後
、
政
岡
さ
ん
の
お
店
で
カ

ラ
オ
ケ
を
堪
能
し
、
友
好
と
親

善
を
確
か
め
合
い
ま
し
た
。
温

泉
で
疲
れ
を
癒
し
、
地
元
有
志

お
二
人
の
津
軽
三
味
線
の
演
奏

を
鑑
賞
し
て
、
素
敵
な
日
本
料

理
を
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

翌
日
午
前
六
時
、
神
楽
門
前

湯
治
村
の
中
型
バ
ス
で
出
発

し
、
広
島
駅
へ
。
駅
で
は
多
く

の
ユ
ネ
ス
コ
協
会
員
の
見
送
り

を
受
け
て
、
新
幹
線
で
博
多
ま

で
行
き
、
午
前
十
時
の
ビ
ー
ト

ル
（
高
速
船
）
で
帰
国
さ
れ
ま

し
た
。

　

あ
わ
た
だ
し
い
四
日
間
の
親

　
　
　
　
　
　

�

善
・
友
好
の
旅

で
し
た
が
、
両

協
会
の
友
好
の

輪
は
い
っ
そ
う

広
が
り
、
深

ま
っ
た
と
確
信

し
て
お
り
ま

す
。
来
年
の
大

邱
訪
問
に
は
、

広
島
か
ら
多
く

の
会
員
の
皆
様

が
参
加
さ
れ
ま

す
こ
と
を
、
心

か
ら
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

（
国
際
部
会　
　

　

藤
井
正
一
）

日本国広島ユネスコ協会・大韓民国UNESCO大邱協会
第₄次姉妹協会提携に関する協定書

　日本国広島ユネスコ協会と大韓民国UNESCO大邱協会は広島市と大
邱広域市との友好関係を礎に永続的な発展を推進する。両協会はユネ
スコ精神の下に会員相互の友好と国際理解を一層深めて平和と連帯に
貢献するため、２０００年姉妹協会提携協定に締結し、次いで、２００４年と
２００８年と重ねて提携協定に調印した。この成果に基づき、さらに一層
の発展を図るため、協定を継続する。

〈交流事業の内容〉
第₁条�　両協会は、この目的のもとに、次の分野において相互交流と

協力に向けて努力する。
　　⑴　国際理解に関する事項
　　⑵　文化、芸術・学術及び教育に関する事項
　　⑶　青少年に関する事項
　　⑷　そのほか、両協会が希望する事項
〈交流事業の実施〉
第₂条�　前条に定めた事業の実施に当たっては、両協会が協議し、実

施する。
　　₁項　訪問派遣は交互訪問とする。
　　₂項　�派遣に関する渡航費、滞在費〈食費、滞在費、交通費等〉

は派遣側が負担する。
〈有効期間等〉
第₃条　本協定書の有効期間は₄年とする。
　　　�なお、有効期間後の継続については、両協会の協議に基づき、

合意の上決定する。
〈改変〉
第₄条�　締結期間中の改変などについては、両協会の協議に基づき、

合意の上決定する。
〈使用語〉
第₅条�　この協定書は日本語と韓国語により作成し、両協会に各₁部

ずつ保有する。
　

２０１２年１０月２０日　　　

　日本国広島ユネスコ協会　　　　大韓民国UNESCO大邱協会
会長　北川　建次　　　　　　　　�会長　南　相杰

パ
ー
テ
ィ
ー
で
輪
に
な
っ
て
ア
リ
ラ
ン
を
合
唱

㊤
慰
霊
碑
に
献
花　

㊦
原
爆
ド
ー
ム
を
バ
ッ
ク
に
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広
島
を
代
表
し

　

被
爆
証
言
に
立
つ

　

核
戦
争
防
止
国
際
医
師
会
議

（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
）
は
、
一
九
八
五

年
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞

し
た
六
二
カ
国
一
〇
万
人
の
会

員
を
有
す
る
医
師
の
国
際
団
体

で
す
。「
核
被
害
へ
の
処
方
箋

は
予
防
し
か
な
い
」
と
の
確
信

を
持
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

四
五
カ
国
か
ら
二
五
〇
人
の
参

加
の
も
と
、
八
月
二
十
四
日
か

ら
二
十
六
日
ま
で
の
三
日
間
で

延
べ
約
一
六
〇
〇
名
の
参
加
を

得
て
、
第
二
〇
回
世
界
大
会
が

広
島
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

被
爆
し
て
診
療
し
た
医
師
た

ち
は
も
う
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で｢

被
爆
医
師
の
証

言｣

を
小
生
が
し
ま
し
た
。
爆

心
地
か
ら
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

至
近
距
離
で
屋
内
被
爆
を
し

て
、
家
の
下
敷
き
に
な
り
な
が

ら
曳
き
ず
り
だ
さ
れ
、
悲
惨
な

光
景
の
中
を
逃
げ
て
嘔
吐
、
下

痢
、
と
び
ひ
の
多
発
な
ど
放
射

線
急
性
症
状
に
苦
し
み
ま
し

た
。
終
戦
を
知
り
進
駐
軍
に
怯

え
、
郊
外
へ
逃
避
す
る
途
中
に

寝
込
ん
で
し
ま
い
、
頭
髪
も
抜

け
、
全
身
が
だ
る
く
寝
込
ん
で

し
ま
い
ま
し
た
。
よ
う
や
く
生

き
延
び
て
の
ち
、医
師
と
な
り
、

白
血
病
、
癌
な
ど
の
原
爆
後
障

害
を
知
り
ま
し
た
。
遺
伝
へ
の

影
響
は
ま
だ
結
論
が
出
て
い
ま

せ
ん
。
小
生
は
六
十
三
歳
時
に

十
二
指
腸
癌
に
な
り
、
同
じ
く

被
爆
し
た
妹
は
、
乳
癌
、
甲
状

腺
癌
に
な
り
今
も
肺
や
骨
に
転

移
し
て
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
の
大
会
で
は
、
福
島
で

の
原
子
力
発
電
所
か
ら
の
放
射

線
障
害
に
話
題
が
集
中
し
ま
し

た
。
核
の
平
和
利
用
で
も
実
際

に
核
被
害
が
起
こ
り
ま
す
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
が
あ
り
、
反
原

発
か
否
か
の
議
論
が
集
中
し
ま

し
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
も

う
被
爆
者
を
生
じ
さ
せ
て
は
い

け
な
い
の
で
す
。

【
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
】

　

核
戦
争
防
止
国
際
医
師
会
議
（
Ｉ

Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
）
は
、一
九
八
〇
年
に
米
・

ソ
の
医
師
が
中
心
と
な
っ
て
発
足
。

こ
れ
ま
で
米
・
ソ
を
は
じ
め
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
、日
本
（
一
九
八
九
年
、

広
島
で
第
九
回
大
会
）な
ど
各
国
で
、

世
界
大
会
を
開
催
し
て
き
た
。
今
年

八
月
の
大
会
は
二
十
回
目
。
広
島
で

の
大
会
は
二
十
三
年
ぶ
り
。
核
戦
争

の
防
止
と
世
界
の
平
和
を
強
く
訴
え

て
き
た
。

【
き
む
ら
・
の
ぶ
ま
さ
】

　

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
日
本
支
部
理
事
。

　

一
九
三
七
年
五
月
十
八
日
生
ま

れ
、
七
十
五
歳
。
四
十
五
年
八
月

六
日
、
八
歳
の
時
、
広
島
市
中
区

榎
町
の
自
宅
で
被
爆
。
十
二
指
腸

癌
も
患
う
。
精
神
科
、
内
科
医
師

を
経
て
、
七
十
三
年
か
ら
神
経
科

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
。
広
島
ユ

ネ
ス
コ
協
会
副
会
長
。

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ　

日
本
支
部
理
事　
　

木
村
進
匡
氏　

核
戦
争
防
止

国
際
医
師
会
議
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｎ
Ｗ　

）
世
界
大
会

反
原
発
か
否

か
の
議
論
集
中

ヒロシマから未来の世代へ― をテーマに開かれた世界大会（₈・24）

春

夏

秋

冬

－４－

「
い
ず
れ
に
し
て
も
、
も
う
被
爆
者

を
生
じ
さ
せ
て
は
い
け
な
い
」
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高
校
生
ら
も
参
加
し

　
「
平
和
の
鐘
」
の
集
い

　

さ
る
八
月
十
五
日
、「
平
和

の
鐘
」
の
音
が
世
界
に
届
く
こ

と
を
願
っ
て
、
高
校
生
ら
も
参

加
し
、
十
三
回
目
の
集
い
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
ユ
ネ
ス

コ
が
提
唱
し
、
国
連
が
決
め
た

「
平
和
の
国
際
年
」
の
活
動
の

一
環
と
し
て
、
取
り
組
ん
で
き

た
も
の
で
す
。

　
「
平
和
の
原
点
」
で
あ
る
広

島
か
ら
、
民
族
や
宗
教
、
文
化
、

世
代
の
壁
を
超
え
、
そ
し
て
又

広
島
滞
在
の
外
国
の
方
々
の
参

加
も
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
、

増
え
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。
今
後
も
市
民
と
共
同
の
行

事
と
し
て
広
が
っ
て
い
く
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
平
和
・
世
界
遺
産
部
会　

柴
田
幸
子
）

　

今
年
も
青
少
年
セ
ン
タ
ー
と

共
催
し
、
高
校
生
国
際
理
解
セ

ミ
ナ
ー
を
、
来
る
十
二
月
二
十

三
日
（
日
・
祝
）
に
青
少
年
セ

ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。

　

午
前
中
は
、
当
協
会
の
副
会

長
で
あ
る
中
山
修
一
氏
（
広
島

大
学
名
誉
教
授
）
に
よ
る
基
調
講

演
「
平
和
な
世
界
づ
く
り
に
挑

戦
す
る
ユ
ネ
ス
コ
」、
山
陽
高

等
学
校
と
広
島
市
・
大
邱
広
域

市
青
少
年
交
流
事
業
へ
の
参
加

者
に
よ
る
事
例
発
表
・
意
見
交

換
を
行
い
ま
す
。

　

午
後
か
ら
は
、
八
丁
堀
に
移

動
し
て
、コ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
（
世

界
寺
子
屋
運
動
募
金
活
動
）
を
行

い
ま
す
。

　

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

（
青
少
年
育
成
部
会　

國
田　

繁
）

伝
統
文
化
を
学
ぶ

お
と
な
の
寺
子
屋

理
事　

世
木
田　

寛
子　

　

子
ど
も
の
頃
、
当
た
り
前
に

し
て
い
た
家
族
の
団
ら
ん
、
行

事
、
兄
弟
や
友
達
と
の
遊
び
、

歌
。
そ
こ
に
は
秘
め
ら
れ
た
伝

統
文
化
が
あ
り
ま
し
た
。
今
は

そ
の
光
景
が
消
え
つ
つ
あ
る
こ

と
に
寂
し
さ
を
感
じ
、
身
近
な

ユ
ネ
ス
コ
会
員
に
「
寺
子
屋
を

つ
く
ろ
う
」
と
、
声
掛
け
を
し

ま
し
た
。

　

す
ぐ
に
足
立
、
梅
本
、
河
野
、

藤
川
さ
ん
と
ク
ラ
ー
ク
高
校
の

賛
同
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
九

月
か
ら
「
お
と
な
の
寺
子
屋
」

と
い
う
名
で
ス
タ
ー
ト
。
好
評

で
す
。
気
持
ち
が
通
じ
る
受
講

者
と
楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。

主
催
と
な
っ
て
く
だ
さ
っ
た
宇

品
公
民
館
に
感
謝
。
今
年
度
だ

け
で
な
く
持
続
で
き
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

「
ひ
ろ
し
ま
と
世
界
を

結
ぶ
こ
ど
も
文
庫
」

活
動
展
示
よ
り　
　

「
文
庫
」
代
表　

柴
田
幸
子　

　

私
た
ち
は
、
一
九
九
五
年
、

北
京
で
開
催
さ
れ
た
第
₄
回
世

界
女
性
会
議
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
参
加
し
、
ひ
ろ
し
ま
の

市
民
が
取
り
組
ん
で
き
た
「
核

兵
器
の
廃
絶
と
平
和
の
創
造
」

に
つ
い
て
、
世
界
の
人
々
と
話

し
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平
和
で
美
し
い
地
球
の
未
来
を

願
い
、「
ヒ
ロ
シ
マ
の
絵
本
」

を
世
界
に
贈
り
は
じ
め
て
十
七

年
が
た
ち
、
百
五
十
カ
国
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
活
動
の
様
子

を
写
真
に
、
記
録
を
世
界
地
図

に
ま
と
め
た
も
の
を
、
十
一
月

十
八
日
の
「
国
際
交
流
・
協
力

の
日
」
に
展
示
し
ま
し
た
。

平和の鐘をつく高校生ら（₈・15）

「
平
和
な
世
界
づ
く
り
に
挑
戦
す
る
ユ
ネ
ス
コ
」

12
・
23
に
国
際
理
解
セ
ミ
ナ
ー
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ユ
ネ
ス
コ
精
神
の
理
念
を
踏

ま
え
て
、「
平
和
の
文
化
」
を

築
く
実
践
的
な
活
動
（
国
際
理

解
・
協
力
・
交
流
、
自
然
環
境
保
全
、

地
域
遺
産
の
啓
発
・
保
護
・
継
承
な

ど
の
活
動
）
を
顕
彰
す
る
広
島

ユ
ネ
ス
コ
活
動
奨
励
賞
（
今
回

第
一
五
回
）
が
、
厳
正
な
選
考

を
経
て
₅
校
、
₇
団
体
に
贈
ら

れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
来
年
一
月
十
九
日

（
土
）、
広
島
市
文
化
交
流
会

館
で
開
催
さ
れ
る
予
定
の
「
新

春
フ
ェ
ス
タ
」
の
中
で
行
い
ま

す
。

　
受
賞
校
・
団
体
一
覧

【
学
校
部
門
】

◦
広
島
市
立
幟
町
小
学
校

◦
広
島
市
立
早
稲
田
中
学
校

◦
広
島
市
立
落
合
中
学
校

◦�

広
島
山
陽
学
園
山
陽
高
等
学

校

◦�

広
島
経
済
大
学　
広
げ
よ
う
�

　

平
和
折
り
鶴
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

【
社
会
部
門
】

◦�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

小
河
内
Оオ

ー

プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

◦�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

ビ
ザ
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
広
島

◦�

セ
イ
ブ
・
ザ
・
イ
ラ
ク
チ
ル

ド
レ
ン
広
島

◦
平
和
大
通
り
樹
の
会

◦�

シ
ュ
モ
ー
さ
ん
の
「
ひ
ろ
し

ま
家
」
を
語
り
つ
ぐ
会

◦�

ひ
ろ
し
ま
通
訳
ガ
イ
ド
協
会

◦
ひ
ろ
し
ま
音
読
の
会

　

九
月
十
五
日
、
十
六
日
に
香

川
県
高
松
市
に
お
い
て
、
第

六
十
八
回
日
本
ユ
ネ
ス
コ
運
動

全
国
大
会
が
、「
つ
な
げ
よ
う

平
和
の
心　

築
こ
う
平
和
の
文

化
―
地
球
か
ら
世

界
へ
、
大
切
な
も
の

を
守
る
た
め
に
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
さ

れ
、
広
島
か
ら
は
亀

井
章
、
井
尾
義
信
、

内
田
一
士
の
三
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

人
と
人
と
の「
絆
」

が
必
要
な
時
代
で
あ

る
今
だ
か
ら
こ
そ
、

地
域
か
ら
世
界
へ
向

け
て
平
和
の
文
化
を

築
く
決
意
を
新
た
に

す
る
と
と
も
に
、
次

世
代
へ
平
和
の
心
を

伝
え
て
い
く
私
た
ち

の
使
命
を
確
認
す
る

大
会
で
し
た
。

　

基
調
講
演
と
し
て
黛
ま
ど
か

氏
が
、「
東
日
本
大
震
災
を
通

し
て
見
た
日
本
人
の
美
徳
」
に

つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

鼎
談
と
し
て
「
私
た
ち
が
で

き
る
平
和
へ
の
提
言
」
を
テ
ー

　

十
月
二
十
六
日
夜
、
広
島
ユ

ネ
ス
コ
協
会
元
会
長
の
永
井
滋

郎
先
生
が
九
十
歳
で
お
亡
く
な

り
に
な
っ
た
。
謹
ん
で
哀
悼
の

意
を
表
し
た
い
。
先
生
は
高
知

県
の
お
生
ま
れ
、
広
島
高
等
師

範
学
校
、
広
島
文
理
科
大
学
ご

卒
業
の
後
、兵
役
に
つ
か
れ
た
。

　

戦
後
、
そ
の
ご
学
識
と
お
人

柄
を
か
わ
れ
、
母
校
広
島
大
学

附
属
中
・
高
等
学
校
の
教
諭
に

招
か
れ
、
世
界
史
を
担
当
さ
れ

た
。
ま
た
先
生
は
そ
の
語
学
の

才
能
を
生
か
さ
れ
て
ユ
ネ
ス
コ

の
国
際
理
解
教
育
の
活
動
に
参

加
さ
れ
、
そ
の
実
績
を
評
価
さ

れ
て
広
島
大
学
教
授
に
ご
就

任
、
研
究
と
教
育
に
精
進
さ
れ

マ
に
、
新
田
恭
子
（
公
益
社
団

法
人
セ
カ
ン
ド
ハ
ン
ド
創
設
者
）、

平
野
啓
子
（
日
本
ユ
ネ
ス
コ
初
代

広
報
大
使
）、
本
広
克
行
（
映
画

監
督
）
が
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交

え
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
難

し
い
理
屈
は
さ
て
お
き
、
思
い

立
っ
た
ら
行
動
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
い
う
お
話
で
し
た
。

　

青
年
企
画
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
「
平
和
と
巡
礼
文
化
」

を
テ
ー
マ
に
、
高
松
短
期

大
学
秘
書
課
で
「
地
域
観

光
」
を
学
ぶ
学
生
さ
ん
た

ち
が
、
四
国
八
十
八
箇
所

を
巡
る
お
遍
路
さ
ん
へ
の

お
も
て
な
し
文
化
に
つ
い

て
、
体
験
を
通
し
て
、
地

域
に
根
付
い
て
い
る
慣
習

文
化
と
し
て
紹
介
し
ま
し

た
。

　

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
ス
ピ
ー

チ
で
韓
国
の
元
ユ
ネ
ス
コ

役
員
の
方
が
、「
竹
島
や
尖

閣
諸
島
な
ど
領
有
権
問
題

で
政
治
関
係
は
冷
え
て
無

力
化
し
て
い
ま
す
が
、
私
は
民

間
の
親
善
大
使
と
し
て
こ
の
大

会
に
参
加
し
、
皆
さ
ん
と
の
友

好
を
深
め
た
い
」
と
話
さ
れ
、

場
内
は
拍
手
喝
采
と
な
り
、
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。

た
。
定
年
後
は
鳴
門
教
育
大
学

の
教
授
も
務
め
ら
れ
た
。

　

そ
の
間
、
先
生
は
昭
和
四
十

九
年
か
ら
七
年
間
、
再
興
さ
れ

た
広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の
会
長

と
し
て
、
そ
の
維
持
、
発
展
に

尽
力
さ
れ
、
今
日
の
協
会
の
発

展
の
基
礎
を
築
か
れ
た
。
そ
の

間
の
ご
苦
労
は
大
変
な
も
の

で
、
協
会
と
し
て
そ
の
ご
功
績

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

昨
年
十
一
月
二
日
に
逝
去
さ

れ
た
高
橋
昭
博
さ
ん
（
広
島
ユ

ネ
ス
コ
協
会
元
副
会
長
）
を
「
偲
ぶ

会
」
が
、
十
一
月
七
日
、
広
島
市

内
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
催

し
は
秋
葉
忠
利

前
広
島
市
長
や

当
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の
北
川
建
次

会
長
ら
が
発
起
人
と
な
っ
て
開

催
さ
れ
た
も
の
で
、
高
橋
さ
ん

の
平
和
実
現
へ
の
遺
志
を
継
い

で
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

広
島
ユ

ネ
ス
コ

活
動
奨
励
賞
決
ま
る

　
永
井
滋
郎
元
会
長
の
ご
逝
去
を
悼
ん
で

広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
元
会
長
・
顧
問　

伊
東
亮
三　

高
橋
昭
博
さ
ん
を
偲
ぶ
会

報
告

協
会
会
員　
　

内
田
一
士　

ユネスコ全国大会に参加して

つなげよう平和の心、築こう平和の文化
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協
会
会
員湯

浅
清
治
氏

　

初
め
ま
し
て
。
平
成

二
十
三
年
秋
に
入
会
し
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
協
会
と

直
接
に
関
わ
り
は
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
教
職
に
、

そ
れ
も
社
会
科
地
理
と
い

う
教
科
に
就
い
て
い
ま
し

た
の
で
、
諸
先
生
方
が
関

わ
っ
て
お
ら
れ
る
な
ど
、

協
会
の
活
動
は
知
っ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
春
、
広
島
大
学
附

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
和
文
化
セ
ン
タ
ー
で

「
平
和
」
へ
の
取
り
組
み

の
お
手
伝
い
を
し
つ
つ
、

こ
の
「
平
和
」
と
い
う
二

文
字
の
実
現
が
い
か
に
難

し
い
事
で
あ
る
か
考
え
さ

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。タ
イ
、

モ
ン
ゴ
ル
の
活
動
を
四
年

前
に
終
了
、
現
在
は
足
元

の
問
題
「
多
文
化
共
生
」

に
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
人
の
顔
ほ
ど
意
見
は

あ
る
が
、
実
践
は
人
の
心

を
ひ
と
つ
に
す
る
」。
こ

れ
は
私
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

三
十
年
の
中
で
、
い
つ
も

大
切
に
し
て
き
た
言
葉
で

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
継

続
し
た
事
に
よ
り
、
一
番

育
て
ら
れ
た
の
は
私
自
身

だ
と
実
感
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
�

平
和
文
化
セ
ン
タ
ー
理
事

小
川
順
子
さ
ん

　

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
�

い
つ
も
「
国
際
交
流
協
力

の
日
」で
お
世
話
に
な
り
、

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
中
山
先
生
が
広
大
Ｉ

Ｄ
Ｅ
Ｃ
（
大
学
院
国
際
協
力

研
究
科
）
に
い
ら
っ
し
ゃ

る
頃
か
ら
、
国
際
協
力
や

Ｅ
Ｓ
Ｄ
で
の
ご
指
導
を
い

た
だ
き
、
ユ
ネ
ス
コ
の
事

も
存
じ
て
お
り
ま
し
た
。

今
回
ユ
ネ
ス
コ
活
動
奨
励

賞
推
薦
委
員
を
お
受
け
し

て
、
す
ぐ
会
員
に
な
ら
せ

属
中
高
校
を
定
年
退
職
す

る
の
を
機
に
、
中
山
修
一

先
生
か
ら
お
誘
い
を
頂
き

ま
し
た
。
あ
と
数
年
再
雇

用
で
勤
め
ま
す
が
、
一
歩

ず
つ
参
加
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
ご
指
導
の
下
、

お
役
に
立
て
れ
ば
幸
い
で

す
。

　

今
私
の
最
大
の
関
心

は
、
森
林
・
耕
作
放
棄
地

の
あ
り
方
、
つ
ま
り
里
山

の
将
来
で
す
。
数
年
来
、

様
々
な
活
動
が
始
ま
り
、

里
山
・
里
川
・
里
海
が
表

題
に
つ
い
た
書
籍
の
出
版

が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
「
持
続
可
能
な
社
会
」

の
基
盤
の
仕
組
み
と
し

て
、
ユ
ネ
ス
コ
精
神
の
一

環
と
し
て
、
そ
の
世
界
的

展
開
を
見
守
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

〈
９
月
〉

13�
日
／
広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
40
周

年
記
念
事
業
打
ち
合
わ
せ
会
議

15�
～
16
日
／
第
68
回
日
本
ユ
ネ
ス

コ
運
動
全
国
大
会
（
高
松
市
）

〈
10
月
〉

６�

日
／
第
153
回
ユ
ネ
ス
コ
サ
ロ
ン

「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
辿
る
広
島

県
立
美
術
館
の
歩
み
」
講
師　

前
呉
市
美
術
館
館
長　

倉
橋
清

方
さ
ん

６
日
／
会
員
交
流
会（
組
織
部
会
）

６�

日
／
高
校
生
の
つ
ど
い
打
ち
合

わ
せ
会
議

（
教
育
・
青
少
年
育
成
部
会
）

４�

・
11
・
18
・
25
日
／
は
じ
め
て

の
ハ
ン
グ
ル

（
青
少
年
育
成
部
会　

青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

10�
日
／
広
島
ユ
ネ
ス
コ
活
動
奨
励

賞
推
薦
委
員
会　
（
教
育
部
会
）

16�
日
／
第
82
号
編
集
会
議
（
広
報

部
会
）

20�
～
23
日
／
大
邱
ユ
ネ
ス
コ
協
会

友
好
広
島
訪
問

25�
日
／
広
島
ユ
ネ
ス
コ
活
動
奨
励

賞
選
考
委
員
会　
（
教
育
部
会
）

28�

日
／
ぺ
あ
せ
ろ
べ

（
国
際
部
会　

中
央
公
園
）

〈
11
月
〉

14�
日
／
広
島
ユ
ネ
ス
コ
活
動
奨
励

賞
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
会
議

（
教
育
部
会
）

17�
・
18
日
／
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
・
ユ

ネ
ス
コ
活
動
研
究
会
（
宇
部
市
）

18
日
／
国
際
交
流
・
協
力
の
日

　
（
国
際
部
会
）

29
日
／
理
事
会
・
親
睦
交
流
会

〈
12
月
〉

23�
日
／
高
校
生
の
つ
ど
い

　

�（
教
育
・
青
少
年
育
成
部
会　

青

少
年
セ
ン
タ
ー
）

　

国
際
交
流
や
親
善
友
好
を
進

め
る
市
民
団
体
が
主
体
と
な
っ

た
、
国
際
交
流
フ
ェ
ス
ィ
バ
ル

「
ぺ
あ
せ
ろ
べ
２
０
１
２
」が
、

十
月
二
十
八
（
日
）、
広
島
市

中
区
の
中
央
公
園
芝
生
広
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
も
、
昔

な
が
ら
の
伝
承
遊
び
（
シ
ャ
ボ

ン
玉
や
折
り
紙
、
ミ
ニ
凧
、
竹
と

ん
ぼ
遊
び
、
木
工
細
工
づ
く
り
な

ど
）
の
コ
ー
ナ
ー
を
企
画
し
参

加
。
こ
の
中
で
、
先
着
順
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
準
備
さ

れ
た
ミ
ニ
凧
は
、
た
ち
ま
ち

〝
売
り
切
れ
〟
と
い
っ
た
状

況
で
、
終
日
、
コ
ー
ナ
ー
は
、

市
内
在
住
の
外
国
人
や
子
ど

も
連
れ
の
市
民
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
イ
ァ
で
運
営
に

協
力
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ

ま
に
、
感
謝
し
ま
す
。

〈,12
年
８
月
〉

１�

日
／
広
島
ユ
ネ
ス
コ
活
動
奨
励

賞
推
薦
委
員
会

３�

日
／
英
語
で
ま
ち
歩
き
・
高
校

生　
　
　
（
青
少
年
育
成
部
会
）

６�

日
／
大
邱
広
域
市
青
少
年
交
流

団
広
島
市
受
け
入
れ
、
昼
食
歓

迎
会

15�
日
／
平
和
の
鐘
（
平
和
・
世
界

遺
産
部
会　

広
島
平
和
公
園
鐘

楼
前
）

ぺ
あ
せ
ろ
べ

日

　
　
　誌

広島ユネスコ協会の〝ひと 顔〟


